
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【出題形式】 

問１：世界地理  

問２：日本地理 

問３：歴史（古代～近世） 

問４：歴史（近現代） 

問５：公民（経済・社会保障） 

問６：公民（国際・政治・憲法・人権） 

問７：「南アジア」に関する融合問題 

出題形式は昨年同様大問７つで記述はない。設問数は 2 年

連続 1 問増えて 34 問。選択肢６つが８問、選択肢８つが６

問。今年度は初めて選択肢９つのものが 1問登場した。 

・問１(イ)で ASEAN加盟国の知識から緯度範囲を答える。 

・問４(ア)や(ウ)は傍線部よりも、表にある同時期のできごとから

選択肢を答えさせるひねりがある。 

・問５(ウ)や(エ)は文章から為替市場の変化や銀行の利子率に

ついて推測させる。 

・問６(エ)や(オ)は資料から選択肢を絞る読解力が必要。 

問４・５・６で難化や新傾向 

ウ 

≪入試に向けて≫ 

①Weekly Test と教科書で基本的

な知識や用語の復習を行っていく。

春から何度も覚え直してやっと定

着していく！ 

②歴史は年号ゴロ合わせも併用しな

がら、できごとの説明ができるように

覚える。 

歴史のできごとから時代や年号が

言えるようにする。 

③資料やグラフの読み取りに慣れる。

縮尺の計算、割合や％から数量も

計算できるようにする。 

読解力と計算力をつける！ 

④キーワードからどの知識が問われて

いるかを推測する。 

入試問題・模試・テスト＆ゼミなど

でアウトプットの訓練！ 

問４(ア) 歴史 「お雇い外国人」の役割を資料から推測 

問６(オ)障がい者の人権尊重 資料の読解 


